
 

 

 

 

  

必ず下記の趣旨、内容、茨高内での注意点などをご一読いただき、 

同意の上、右の二次元コードよりお申し込みください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆集合は、茨木高校の正門です。交流は総合実習室（Ｄ館４階）で行います。 

※昨年度の集合・交流とは異なります。ご注意ください。 

 

2025度 授業の日程および集合時間（全て同じ時間帯） 

・１１月１１日（火）１年１組 

・１１月１３日（木）１年４組 

・１１月１４日（金）１年２組 

・１１月１７日（月）１年９組 

・１１月１９日（水）１年６組 

・１１月２０日（木）１年７組 

・１１月２１日（金）１年３組 

・１１月２６日（水）１年５組 

・１２月 １日（月）１年８組 

 

≪親子交流授業の内容≫  

１．案内・受付…同じ形（図形・動物・植物など）の名札をつけている班で過ごします。 

２．生徒たちがいろいろなアプローチを試みながら、子どもとの距離を縮めます！ 

３．子育てインタビュー…生徒たちが子育てについてインタビューします。お答えになれる範囲

で構いません。お答えにならない自由もございます。ご心配なく！ 

ぜひ保護者の皆様からも、高校生にいろいろ聞いてみてください。 

４．観察…記録担当の生徒がいます（バインダーを持っています） 

５．遊び…おもちゃなど特別なものは用意していません。高校生が考える工夫はします。 

遊びは「さんま（時間・空間・仲間）」さえあれば、遊びは創出されます。ただ子ども

は、特に母親と共にいる場合、思うようにはなりません。「自分の思うようにならない」

体験も必要だと考えています。「もっとこんな風にすればいいのに…」という場面もあ

ります。成功体験だけでは子育てはできません。「これではダメや、どうしよう？？」

という体験も貴重です。どうぞ「待ちの姿勢」で生徒の動きを見てください。 

ただし、子どもが苦手な生徒もいます。道具やおもちゃなしで、どこまで関わること

ができるか…すべてはつながるチャレンジです。 

６．感想…アンケート用紙を準備しています。本日の感想や気づいたことをご記入ください。 

皆さんの感想は、生徒の感想とともに今後の授業に反映させます。 

７．その他 

当日来られない場合の連絡  

こども支援センターより、１週間前に送付しますメールに記載の電話番号へお願いします。

学校の方への連絡は不要です。保護者やお子様の体調を優先してください。 

 

茨高内での注意点  

高校生との親子交流授業を安全に行うために、以下のことにご理解、ご協力ください。 

※校舎内を移動します。保護者の方は上履き、下履き用の袋をご持参ください。（貸出あり） 

 お子様については、ベビーカー、靴のままで校内を移動できます。 

 

（１）校内は通常授業が行われています。お静かにお願いいたします。 

（２）自転車は、正門から入り、指定の場所に置いてください（生徒がご案内します）。 

（３）校内は子ども用にはできておりません。危険な箇所もあるかと思います。会場に入るま

では、決してお子様から目を離さずにお願いいたします。 

（４）校内の事故については、学校は責任を取ることができませんので、安全には十分ご配慮

のほど宜しくお願いいたします。 

（ただし、安全を期して保険加入しますので、住所・電話・氏名・生年月日をお知らせく

ださい。尚、個人情報は授業後、速やかに適性に処理いたします＜茨木市＞。） 

（５）会場では、教員も生徒もお子様の安全第一につとめます。トイレは生徒がご案内します。 

（６）お子様の様子がすぐれないとき、別の部屋が使えます。ご遠慮なく、申し出ください。 

（７）記録映像・スナップ写真を撮らせていただきます。研究記録及びＨＰ掲載に使用予定。 

（８）お帰りの際、お子様が校内の花壇や植え込みなどに入られないようご留意ください。 

（９）授業に参加後、食堂やベンチなどのご利用は、ご遠慮ください。 

 

 

 

 

   大阪府立茨木高等学校 家庭科 電話：072-622-3423 Fax：072-623-0238 

～茨木高校の親子交流授業の趣旨～ 
茨木高校の１年「家庭基礎」保育分野の学習では、地域のお子様（乳児）を育児中の保護

者の方にお子様と来校いただき、交流授業を進めてきました。コロナ禍で一旦、中止してき

ましたが、子育てについて考える貴重な機会として、復活しました。  

この親子交流授業の中では、子どもを「かわいい！」とだけ受け止めがちな高校生が、お

母さん・お父さんにインタビューすることにより《子育て》が大変であると同時に、大変喜

びで、幸せでもあるのだという実感と、生徒たちが自分もこんな風に育ててもらったとい

う、親に対しての感謝の念をもつことができる…《子育て》が難しいといわれる時代だから

こそ、伝承文化としての《子育て》を考え、体験する機会としたいと考えております。 

この親子交流授業が、現代社会のあらゆる場面で、経験不足が指摘される高校生にとって

貴重な交流となり、双方向の学びとなることを切に願っております。 

お子さんといっしょに高校で交流しませんか？ 茨木市ふれあい学び事業「子育てインタビューをしよう！子どもと遊ぼう！」in茨木高校 

二次元 

コード 

～大まかな流れ～ ※高校生５人１グループ×８班 

親子交流授業 １１：００～１１：４０頃 

１０：３０～４５に正門でお待ちしています。 

その時間に、お越しください。 

正門、Ｄ館入口、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、受付に案内を配置します。 

総合実習室の受付で『名札』に記名します。 

子育てインタビュー＆いっしょに遊びます。 

１１：４０頃 終了～解散し、正門まで案内します。 


